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(57)【要約】
【課題】　設計時に登録できなかった隣接情報を抽出し
て登録することが可能な隣接情報管理装置を提供する。
【解決手段】　隣接情報管理装置（１）は、複数の基地
局の上位に位置し、複数の基地局各々のメッセージ情報
を取得する。隣接情報管理装置は、移動端末が隣接情報
が未登録状態の基地局間をハンドオーバするアンコント
ロールハンドオーバの実績数を集計する手段（メッセー
ジ収集部１１、メッセージ保存部１２、メッセージ集計
部１３）と、アンコントロールハンドオーバが発生して
いるｓｅｒｖｉｎｇ基地局及びｔａｒｇｅｔ基地局を自
動的に隣接情報として登録する手段（集計結果保存部１
４、隣接情報管理部１５）とを有する。
【選択図】　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の基地局の上位に位置し、前記複数の基地局各々のメッセージ情報を取得する隣接
情報管理装置であって、
　移動端末が隣接情報が未登録状態の基地局間をハンドオーバするアンコントロールハン
ドオーバの実績数を集計する手段と、前記アンコントロールハンドオーバが発生している
ｓｅｒｖｉｎｇ基地局及びｔａｒｇｅｔ基地局を自動的に前記隣接情報として登録する手
段とを有することを特徴とする隣接情報管理装置。
【請求項２】
　前記実績数を集計する手段は、前記基地局が送受信しているメッセージを収集する手段
と、その収集したメッセージから前記アンコントロールハンドオーバ時に送受信されるメ
ッセージを抽出する手段と、抽出したメッセージから前記アンコントロールハンドオーバ
の前記ｓｅｒｖｉｎｇ基地局及び前記ｔａｒｇｅｔ基地局を抽出する手段と、抽出した基
地局が前記隣接情報として登録済みでないことを確認する手段と、前記アンコントロール
ハンドオーバの実績数が予め設定した閾値を上回っていることを確認する手段とを含み、
　前記隣接情報として登録する手段は、上記の確認の条件を満たした前記ｓｅｒｖｉｎｇ
基地局及び前記ｔａｒｇｅｔ基地局を前記隣接情報に追加することを特徴とする請求項１
記載の隣接情報管理装置。
【請求項３】
　前記アンコントロールハンドオーバの実績数を時間帯別に集計することを特徴とする請
求項２記載の隣接情報管理装置。
【請求項４】
　上記の請求項１から請求項３のいずれかに記載の隣接情報管理装置を含むことを特徴と
する隣接情報管理システム。
【請求項５】
　複数の基地局の上位に位置し、前記複数の基地局各々のメッセージ情報を取得する隣接
情報管理装置に用いる隣接情報管理方法であって、
　前記隣接情報管理装置が、移動端末が隣接情報が未登録状態の基地局間をハンドオーバ
するアンコントロールハンドオーバの実績数を集計する処理と、前記アンコントロールハ
ンドオーバが発生しているｓｅｒｖｉｎｇ基地局及びｔａｒｇｅｔ基地局を自動的に前記
隣接情報として登録する処理とを実行することを特徴とする隣接情報管理方法。
【請求項６】
　前記実績数を集計する処理に、前記基地局が送受信しているメッセージを収集する処理
と、その収集したメッセージから前記アンコントロールハンドオーバ時に送受信されるメ
ッセージを抽出する処理と、抽出したメッセージから前記アンコントロールハンドオーバ
の前記ｓｅｒｖｉｎｇ基地局及び前記ｔａｒｇｅｔ基地局を抽出する処理と、抽出した基
地局が前記隣接情報として登録済みでないことを確認する処理と、前記アンコントロール
ハンドオーバの実績数が予め設定した閾値を上回っていることを確認する処理とを含み、
　前記隣接情報として登録する処理において、上記の確認の条件を満たした前記ｓｅｒｖ
ｉｎｇ基地局及び前記ｔａｒｇｅｔ基地局を前記隣接情報に追加することを特徴とする請
求項５記載の隣接情報管理方法。
【請求項７】
　前記隣接情報管理装置が、前記アンコントロールハンドオーバの実績数を時間帯別に集
計することを特徴とする請求項６記載の隣接情報管理方法。
【請求項８】
　複数の基地局の上位に位置し、前記複数の基地局各々のメッセージ情報を取得する隣接
情報管理装置内の中央処理装置が実行するプログラムであって、
　移動端末が隣接情報が未登録状態の基地局間をハンドオーバするアンコントロールハン
ドオーバの実績数を集計する処理と、前記アンコントロールハンドオーバが発生している
ｓｅｒｖｉｎｇ基地局及びｔａｒｇｅｔ基地局を自動的に前記隣接情報として登録する処
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理とを含むことを特徴とするプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は隣接情報管理装置、隣接情報管理システム及びそれらに用いる隣接情報管理方
法並びにそのプログラムに関し、特に隣接する基地局の情報の管理方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　今日、スマートフォン等の普及により移動端末を使用するユーザが増加している。その
ため、移動端末に対しては、ユーザの移動時も安定したサービスを供給することが求めら
れている。
【０００３】
　エリア設計の重要な項目である隣接情報は、セル設計時に基地局間の距離、セクタ方向
を基に設計される。この設計手法は、基地局の設置前に実施されるため、実フィールドの
ユーザ環境を考慮することはできない。
【０００４】
　車両によるフィールド測定の実施は、ユーザ環境を確認するために実施されるが、車両
が測定可能なコースのデータに限定され、特定のユーザ環境の再現になる。そのため、フ
ィールドの無線環境を測定する分には問題ないが、ハンドオーバ（ＨＯ：Ｈａｎｄ　Ｏｖ
ｅｒ）等の移動端末の動作の再現は難しく、隣接情報を検討するためのデータが不足する
。
【０００５】
　加えて、統計的にデータを取得するためには、同一ルートを繰り返し走る等の時間とコ
ストとがかかる。歩行測定やインドア測定は、車両測定と比較し、よりユーザ環境を再現
することができるが、車両測定と同様に、測定可能なコースが限定されることが多い。こ
の場合も、ユーザ環境を正確に再現することは難しく、ネットワーク経由でユーザのデー
タを取得することがエリア設計には必要となる。
【０００６】
　また、Ｕｎｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ　ＨＯ（アンコントロールドハンドオーバ）は、移動
端末がハンドオーバのｐｒｅｐａｒａｔｉｏｎ　ｆａｚｅ（準備フェーズ）抜きでｔａｒ
ｇｅｔ基地局（ハンドオーバ先基地局）にＲＮＧ－ＲＥＱ（Ｒａｎｇｉｎｇ　Ｒｅｑｕｅ
ｓｔ）を送信してハンドオーバする動作で、通常のハンドオーバと比較してＨＯ　ｌａｔ
ｅｎｃｙが長くなるという問題がある。
【０００７】
　Ｕｎｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ　ＨＯは、ｓｅｒｖｉｎｇ基地局（ハンドオーバ元基地局）
とｔａｒｇｅｔ基地局（ハンドオーバ先基地局）との間の隣接情報登録有無に関わらず発
生するが、隣接情報の登録により隣接情報の未登録時と比較してＵｎｃｏｎｔｒｏｌｌｅ
ｄ　ＨＯの数を減少させることができる。
【０００８】
　Ｕｎｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ　ＨＯ及びＣｏｎｔｒｏｌｌｅｄ　ＨＯ（コントロールドハ
ンドオーバ）については、下記の特許文献１，２に記載の技術がある。Ｃｏｎｔｒｏｌｌ
ｅｄ　ＨＯは、移動端末が移動する際に現在接続中の基地局に対してネゴシエーションし
た上で基地局を切替えるようにしたハンドオーバ手順である。
【０００９】
　Ｕｎｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ　ＨＯは、移動端末がＣｏｎｔｒｏｌｌｅｄ　ＨＯのハンド
オーバ手順の完了前に現在接続中の基地局との通信が切れた場合の緊急リカバリ手順であ
り、現在接続中の基地局との間でハンドオーバ手順を行うことなく、電波強度から接続可
能な基地局に接続するハンドオーバ手順である。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【００１０】
【特許文献１】特開２００９－１８２５４９号公報
【特許文献２】特開２００９－０６０４４９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　また、上記のＵｎｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ　ＨＯは、ｓｅｒｖｉｎｇ基地局（ハンドオー
バ元基地局）とｔａｒｇｅｔ基地局（ハンドオーバ先基地局）との間の隣接情報の登録の
有無に関わらず発生するが、通常のハンドオーバと比較してＨＯ　ｌａｔｅｎｃｙが長く
なるという問題がある。しかしながら、Ｕｎｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ　ＨＯの数は、隣接情
報の登録により、隣接情報の未登録時と比較して、その数を減少させることができる。
【００１２】
　そこで、本発明の目的は上記の問題点を解消し、設計時に登録できなかった隣接情報を
抽出して登録することができる隣接情報管理装置、隣接情報管理システム及びそれらに用
いる隣接情報管理方法並びにそのプログラムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明による隣接情報管理装置は、複数の基地局の上位に位置し、前記複数の基地局各
々のメッセージ情報を取得する隣接情報管理装置であって、
　移動端末が隣接情報が未登録状態の基地局間をハンドオーバするアンコントロールハン
ドオーバの実績数を集計する手段と、前記アンコントロールハンドオーバが発生している
ｓｅｒｖｉｎｇ基地局及びｔａｒｇｅｔ基地局を自動的に前記隣接情報として登録する手
段とを備えている。
【００１４】
　本発明による隣接情報管理システムは、上記の隣接情報管理装置を含むことを特徴とす
る。
【００１５】
　本発明による隣接情報管理方法は、複数の基地局の上位に位置し、前記複数の基地局各
々のメッセージ情報を取得する隣接情報管理装置に用いる隣接情報管理方法であって、
　前記隣接情報管理装置が、移動端末が隣接情報が未登録状態の基地局間をハンドオーバ
するアンコントロールハンドオーバの実績数を集計する処理と、前記アンコントロールハ
ンドオーバが発生しているｓｅｒｖｉｎｇ基地局及びｔａｒｇｅｔ基地局を自動的に前記
隣接情報として登録する処理とを実行している。
【００１６】
　本発明によるプログラムは、複数の基地局の上位に位置し、前記複数の基地局各々のメ
ッセージ情報を取得する隣接情報管理装置内の中央処理装置が実行するプログラムであっ
て、
　移動端末が隣接情報が未登録状態の基地局間をハンドオーバするアンコントロールハン
ドオーバの実績数を集計する処理と、前記アンコントロールハンドオーバが発生している
ｓｅｒｖｉｎｇ基地局及びｔａｒｇｅｔ基地局を自動的に前記隣接情報として登録する処
理とを含むことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明は、上記のような構成及び動作とすることで、設計時に登録できなかった隣接情
報を抽出して登録することができるという効果が得られる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の実施の形態による隣接情報管理装置の構成例を示すブロック図である。
【図２】本発明の実施の形態による隣接情報管理装置での集計結果の保存例を示す図であ
る。
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【図３】本発明の実施の形態による隣接情報管理装置での隣接情報の編集結果例を示す図
である。
【図４】本発明の実施の形態による隣接情報管理システムの構成例を示すブロック図であ
る。
【図５】本発明の実施の形態による隣接情報管理システムの動作を示すシーケンスチャー
トである。
【図６】本発明の実施の形態による隣接情報管理装置１の動作を示すフローチャートであ
る。
【図７】本発明の実施の形態による隣接情報管理装置１の動作を示すフローチャートであ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　次に、本発明の実施の形態について図面を参照して説明する。まず、本発明による隣接
情報管理システムの概要について説明する。
【００２０】
　本発明による隣接情報管理システムは、ＷｉＭＡＸ（Ｗｏｒｌｄ　Ｉｎｔｅｒｏｐｅｒ
ａｂｉｌｉｔｙ　ｆｏｒ　Ｍｉｃｒｏｗａｖｅ　Ａｃｃｅｓｓ）のフィールドにおいて、
移動端末が隣接情報が未登録状態の基地局間をハンドオーバ（ＨＯ：Ｈａｎｄ　Ｏｖｅｒ
）するＵｎｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ　ＨＯ（アンコントロールドハンドオーバ）の実績を集
計し、Ｕｎｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ　ＨＯが発生しているｓｅｒｖｉｎｇ基地局（ハンドオ
ーバ元基地局）とｔａｒｇｅｔ基地局（ハンドオーバ先基地局）とを自動的に隣接情報登
録することで、Ｕｎｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ　ＨＯを低減させるシステムである。
【００２１】
　また、本発明は、時間別にＵｎｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ　ＨＯの実績を集計することで、
移動端末のユーザの傾向を分析し、隣接情報の追加効果を高めている。　　　
【００２２】
　本発明では、上記の課題を解決するため、
（１）隣接情報管理システムで基地局が送受信しているメッセージを収集する
（２）収集したメッセージからＵｎｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ　ＨＯ時に送受信されるメッセ
ージを抽出する
（３）手順（２）のメッセージからＵｎｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ　ＨＯのｓｅｒｖｉｎｇ基
地局とｔａｒｇｅｔ基地局とを抽出する
（４）判定した基地局が隣接情報登録済みでないことを確認する
（５）Ｕｎｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ　ＨＯの実績数（発生回数）が予め設定した閾値を上回
っていることを確認する
（６）Ｕｎｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ　ＨＯの実績数を時間帯別に集計する
（７）手順（４）～（６）の条件を満たしたｓｅｒｖｉｎｇ基地局とｔａｒｇｅｔ基地局
とに隣接情報を追加する
という手法で隣接情報の登録を行う。
【００２３】
　図１は本発明の実施の形態による隣接情報管理装置の構成例を示すブロック図であり、
図２は本発明の実施の形態による隣接情報管理装置での集計結果の保存例を示す図であり
、図３は本発明の実施の形態による隣接情報管理装置での隣接情報の編集結果例を示す図
である。
【００２４】
　図１において、隣接情報管理装置１は、メッセージ収集部１１と、メッセージ保存部１
２と、メッセージ集計部１３と、集計結果保存部１４と、隣接情報管理部１５と、クロッ
ク部１６とから構成されている。
【００２５】
　メッセージ収集部１１は、基地局間、基地局－移動端末間で送受信されるメッセージを
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収集する。また、メッセージ収集部１１は、収集したメッセージと時間を紐付ける。尚、
隣接情報管理装置１は、基地局のメッセージを収集可能なインタフェースを有する。
【００２６】
　メッセージ保存部１２は、メッセージ収集部１１にて収集されたメッセージの中で、Ｕ
ｎｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ　ＨＯ実施時に送受信されるメッセージを保存する。メッセージ
保存部１２は、メッセージ集計部１３にて集計済みのメッセージを、負荷低減のために削
除する。
【００２７】
　メッセージ集計部１３は、隣接情報を抽出する第１の機能と、Ｕｎｃｏｎｔｒｏｌｌｅ
ｄ　ＨＯの実績数をカウントする第２の機能とを有する。第１の機能は、Ｃｏｎｔｅｘｔ
－Ｒｅｑメッセージから移動端末がＵｎｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ　　　
【００２８】
　ＨＯを試みているｓｅｒｖｉｎｇ基地局、ｔａｒｇｅｔ基地局、端末情報を抽出する。
第２の機能は、Ｃｏｎｔｅｘｔ－Ｒｅｑ（Ｃｏｎｔｅｘｔ－Ｒｅｑｕｅｓｔ）メッセージ
受信直後の移動端末のＨＯ－ＣＯＭＰ（ＨＯ－ＣＯＭＰＬＥＴＥ）メッセージからＵｎｃ
ｏｎｔｒｏｌｌｅｄ　ＨＯの実績数をカウントする。
【００２９】
　集計結果保存部１４は、閾値とＵｎｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ　ＨＯの実績数とを比較し、
メッセージ集計部１３にて抽出されたｓｅｒｖｉｎｇ基地局、ｔａｒｇｅｔ基地局の組み
合わせをＵｎｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ　ＨＯの実績数とともに時間別に保存する（図２参照
）。（表１）
【００３０】
　図２において、Ｕｎｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ　ＨＯの実績数を時間別（０４：００～１０
：００，１０：００～１６：００，１６：００～２２：００，２２：００～０４：００）
に保存するメリットとしては、移動端末のユーザの特性をつかむことにある。通勤時間帯
（例えば、０４：００～１０：００や１６：００～２２：００）のＵｎｃｏｎｔｒｏｌｌ
ｅｄ　ＨＯは、ユーザが移動することで発生している可能性が高いが、通勤時間帯以外（
例えば、１０：００～１６：００や２２：００～０４：００）は無線環境が不安定な移動
端末のユーザ（一か所に固定された定点ユーザ）がＵｎｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ　ＨＯをし
ている可能性もあるため、通勤時間帯の結果を隣接情報として登録する。
【００３１】
　隣接情報管理部１５は、抽出したｓｅｒｖｉｎｇ基地局、ｔａｒｇｅｔ基地局の中で条
件を満たしている組み合わせを隣接情報として登録する。隣接情報管理部１５は、隣接情
報を比較する比較機能と、隣接情報を保存する保存機能と、隣接情報を編集する編集機能
とを有する。
【００３２】
　比較機能は、メッセージ集計部１３で抽出されたｓｅｒｖｉｎｇ基地局とｔａｒｇｅｔ
基地局とが隣接登録されているかを判定する。保存機能は、それぞれの基地局の隣接情報
を収集し、その隣接情報を保存する。編集機能は、それぞれの基地局の隣接情報を編集す
る（図３参照）。
【００３３】
　図３において、Ｓｅｒｖｉｎｇ基地局（Ａ局、Ｂ局、Ｃ局）には、編集後の隣接情報（
Ｎｅｉｇｈｂｏｒ１，Ｎｅｉｇｈｂｏｒ２，Ｎｅｉｇｈｂｏｒ３，Ｎｅｉｇｈｂｏｒ４）
が保存される。
【００３４】
　例えば、図３では、Ｓｅｒｖｉｎｇ基地局（Ａ局）が隣接情報（Ｎｅｉｇｈｂｏｒ１＝
Ｂ局，Ｎｅｉｇｈｂｏｒ２＝Ｃ局，Ｎｅｉｇｈｂｏｒ３＝Ｄ局，Ｎｅｉｇｈｂｏｒ４＝Ｅ
局）を保存し、Ｓｅｒｖｉｎｇ基地局（Ｂ局）が隣接情報（Ｎｅｉｇｈｂｏｒ１＝Ａ局，
Ｎｅｉｇｈｂｏｒ２＝Ｃ局，Ｎｅｉｇｈｂｏｒ３＝Ｄ局）を保存し、Ｓｅｒｖｉｎｇ基地
局（Ｃ局）が隣接情報（Ｎｅｉｇｈｂｏｒ１＝Ａ局，Ｎｅｉｇｈｂｏｒ２＝Ｂ局，Ｎｅｉ
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ｇｈｂｏｒ３＝Ｄ局，Ｎｅｉｇｈｂｏｒ４＝Ｆ局）を保存している例を示している。尚、
基地局Ａ～Ｆが複数のセルを管理する場合には、自局が隣接情報として登録される場合も
ある。
【００３５】
　クロック部１６は、基地局間のメッセージを時間別に集計するためにメッセージと時間
との紐付けを行う。
【００３６】
　図４は本発明の実施の形態による隣接情報管理システムの構成例を示すブロック図であ
る。図４において、本発明の実施の形態による隣接情報管理システムは、隣接情報管理装
置１と、移動端末２と、基地局Ａ～Ｄとから構成されている。
【００３７】
　本発明の実施の形態による隣接情報管理システムにおいては、隣接情報管理装置１が基
地局Ａ～Ｄの上位に位置し、基地局Ａ～Ｄのメッセージ情報を取得している。つまり、隣
接情報管理装置１の配下には、複数の基地局Ａ～Ｄがあり、配下の基地局Ａ～Ｄのメッセ
ージを取得している。隣接情報管理装置１は、図１に示す機能を有する。
【００３８】
　図５は本発明の実施の形態による隣接情報管理システムの動作を示すシーケンスチャー
トであり、図６及び図７は本発明の実施の形態による隣接情報管理装置１の動作を示すフ
ローチャートである。これら図１～図７を参照して本発明の実施の形態による隣接情報管
理システムの動作について説明する。尚、図６及び図７に示す処理動作は、隣接情報管理
装置１内のＣＰＵ（中央処理装置）（図示せず）が図示せぬメモリ内のプログラムを実行
することでも実現可能である。
【００３９】
　まず、前提として本発明の実施の形態による隣接情報管理システムを動作する場合は、
対象の基地局から基地局への間のメッセージ、基地局－移動端末間のメッセージを取得可
能とする構成としている。
【００４０】
　隣接情報管理装置１は、システム配下の基地局Ａ～Ｄに問い合わせを行い、システム配
下の基地局Ａ～Ｄの隣接情報を収集し（図６ステップＳ１）、その隣接情報を隣接情報管
理部１５に保存する。
【００４１】
　隣接情報管理装置１は、メッセージ収集部１１にてシステム配下の基地局Ａ～Ｄから基
地局間のメッセージ、基地局－移動端末間のメッセージをそれぞれ収集する（図６ステッ
プＳ２）。
【００４２】
　隣接情報管理装置１は、その収集したメッセージにメッセージ送受信の時間を紐付ける
（図６ステップＳ３）。この場合、隣接情報管理装置１は、収集したメッセージがＵｎｃ
ｏｎｔｒｏｌｌｅｄ　ＨＯ時に送受信されるメッセージ以外であれば（図６ステップＳ４
）、そのメッセージを廃棄する（図６ステップＳ５）。
【００４３】
　また、隣接情報管理装置１は、収集したメッセージがＵｎｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ　ＨＯ
時に送受信されるメッセージ、つまりＣＯＮＴＥＸＴ＿ＲＥＱメッセージ［Ｕｎｃｏｎｔ
ｒｏｌｌｅｄ　ＨＯを試行している移動端末からＨＯ　ｐｒｅｐａｒａｔｉｏｎ　ｐｈａ
ｚｅ（ハンドオーバ準備フェーズ）なしでＲＮＧ－ＲＥＱ（Ｒａｎｇｉｎｇ　Ｒｅｑｕｅ
ｓｔ）を受信している基地局（ｔａｒｇｅｔ基地局）が端末情報を問い合わせるために送
信するメッセージ］やＨＯ－ＣＯＭＰ完了時にｔａｒｇｅｔ基地局からｓｅｒｖｉｎｇ基
地局に送信されるメッセージ）のみをメッセージ保存部１２に保存する（図６ステップＳ
４，Ｓ６）。
【００４４】
　Ｕｎｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ　ＨＯのシーケンスを図５に示す。図５において、端末局か
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らＴａｒｇｅｔ基地局にＲＮＧ－ＲＥＱが送られると（図５のａ１）、Ｔａｒｇｅｔ基地
局はＡＳＮ（Ａｃｃｅｓｓ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）ゲートウェイにＣＯＮＴ
ＥＸＴ＿ＲＥＱを送る（図５のａ２）。ここで、ＡＳＮゲートウェイは、ＷｉＭａｘ端末
の接続制御やＱｏＳ（Ｑｕａｌｉｔｙ　ｏｆ　Ｓｅｒｖｉｃｅｓ）制御、認証の仲介、ユ
ーザデータの中継・バッファ等を行う。
【００４５】
　ＡＳＮゲートウェイはＳｅｒｖｉｎｇ基地局にＣＯＮＴＥＸＴ＿ＲＥＱを送り（図５の
ａ３）、Ｓｅｒｖｉｎｇ基地局からＣＯＮＴＥＸＴ＿ＲＰＴ（ＣＯＮＴＥＸＴ＿Ｒｅｐｏ
ｒｔ）を受信すると（図５のａ４）、Ｔａｒｇｅｔ基地局にＣＯＮＴＥＸＴ＿ＲＰＴを送
る（図５のａ５）。ここで、ＡＳＮゲートウェイはＴａｒｇｅｔ基地局からのＣＯＮＴＥ
ＸＴ＿ＲＥＱを集計メッセージとして処理する。
【００４６】
　Ｔａｒｇｅｔ基地局はＡＳＮゲートウェイからＣＯＮＴＥＸＴ＿ＲＰＴを受信すると、
端末局にＲＮＧ－ＲＳＰ（Ｒａｎｇｉｎｇ　Ｒｅｓｐｏｎｃｅ）を送るので（図５のａ６
）、端末局、Ｓｅｒｖｉｎｇ基地局、Ｔａｒｇｅｔ基地局、ＡＳＮゲートウェイにおいて
、Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｒｅ－ｅｎｔｒｙとなる（図５のａ７）。
【００４７】
　隣接情報管理装置１は、メッセージ集計部１３にてＣＯＮＴＥＸＴ－ＲＥＱメッセージ
から移動端末２がＵｎｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ　ＨＯを試行しているｓｅｒｖｉｎｇ基地局
（ＢＳＩＤ）／ｔａｒｇｅｔ基地局（ＢＳＩＤ）／端末情報［ＭＡＣ（Ｍｅｄｉａ　Ａｃ
ｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）アドレス］を抽出する（図６ステップＳ７）。
【００４８】
　隣接情報管理装置１は、メッセージ集計部１３で抽出したｓｅｒｖｉｎｇ基地局／ｔａ
ｒｇｅｔ基地局間でＵｎｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ　ＨＯが実施されたかをメッセージ集計部
１３にて判定する（図６ステップＳ８）。ここで、メッセージ集計部１３は、ＣＯＮＴＥ
ＸＴ－ＲＥＱメッセージを受信しているｓｅｒｖｉｎｇ基地局がＣＯＮＴＥＸＴ－ＲＥＱ
メッセージ受信直後にｔａｒｇｅｔ基地局からのＨＯ－ＣＯＭＰメッセージを受信してい
る場合、Ｕｎｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ　ＨＯを実施したと判定する。
【００４９】
　隣接情報管理装置１は、移動端末２がＵｎｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ　ＨＯしたｓｅｒｖｉ
ｎｇ基地局とｔａｒｇｅｔ基地局とが隣接情報に設定されているかを確認する（図６ステ
ップＳ９）。隣接情報管理装置１は、既に隣接情報が既に登録されていた場合（図６ステ
ップＳ１０）、集計結果を削除し（図６ステップＳ１１）、以降のステップは実施しない
。
【００５０】
　隣接情報管理装置１は、隣接情報が登録されていない場合（図６ステップＳ１０）、メ
ッセージ集計部１３にてＣＯＮＴＥＸＴ－ＲＥＱメッセージとＨＯ－ＣＯＭＰメッセージ
との送受信時間からＵｎｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ　ＨＯの実績数を集計する（図７ステップ
Ｓ１２）。
【００５１】
　通常のＨＯ完了時にも、ｔａｒｇｅｔ基地局からｓｅｒｖｉｎｇ基地局へＨＯ－ＣＯＭ
Ｐメッセージが送信されるため、メッセージ集計部１３は、ＣＯＮＴＥＸＴ－ＲＥＱ受信
かつ同一のｔａｒｇｅｔ基地局からＨＯ－ＣＯＭＰメッセージを受信した時にＵｎｃｏｎ
ｔｒｏｌｌｅｄ　ＨＯの実績数としてカウントする。隣接情報管理装置１は、Ｕｎｃｏｎ
ｔｒｏｌｌｅｄ　ＨＯの実績数を集計結果保存部１４に送る。
【００５２】
　隣接情報管理装置１は、集計結果保存部１４にてＵｎｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ　ＨＯの実
績数を閾値と比較する（図７ステップＳ１３）。閾値は、１００回／１日とする。１００
回／１日以下のｓｅｒｖｉｎｇ基地局及びｔａｒｇｅｔ基地局は、Ｕｎｃｏｎｔｒｏｌｌ
ｅｄ　ＨＯエリアの無線環境が不安定になっていて、隣接情報登録後もＵｎｃｏｎｔｒｏ
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【００５３】
　隣接情報管理装置１は、上記の閾値との比較において、Ｕｎｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ　Ｈ
Ｏの実績数が閾値以上であったｓｅｒｖｉｎｇ基地局及びｔａｒｇｅｔ基地局を（図７ス
テップＳ１４のＹＥＳ）、「０４：００－１０：００」（通勤時間帯）、「１０：００－
１６：００」、「１６：００－２２：００」（通勤時間帯）、「２２：００－０４：００
」という時間別に集計する（図７ステップＳ１５）。
【００５４】
　隣接情報管理装置１は、上記の集計結果を基に、基地局Ａ～Ｄから収集した隣接情報を
更新する（図７ステップＳ１６）。隣接情報は、設定数に上限があるため、新規で登録す
る隣接情報には、以下の条件に従って優先順位を付ける（図７ステップＳ１７）。
【００５５】
　優先順位の条件としては、（１）Ｕｎｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ　ＨＯの集計結果で通勤時
間帯のＵｎｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ　ＨＯの実績数が多いかつ１日のＵｎｃｏｎｔｒｏｌｌ
ｅｄ　ＨＯの実績数が多い基地局、（２）Ｕｎｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ　ＨＯの集計結果で
通勤時間帯のＵｎｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ　ＨＯの実績数が多いかつ１日のＵｎｃｏｎｔｒ
ｏｌｌｅｄ　ＨＯの実績数が少ない基地局、（３）Ｕｎｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ　ＨＯの集
計結果で通勤時間帯のＵｎｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ　ＨＯの実績数が少ないかつ１日のＵｎ
ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ　ＨＯの実績数が多い基地局、（４）Ｕｎｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ　
ＨＯの集計結果で通勤時間帯のＵｎｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ　ＨＯの実績数が少ないかつ１
日のＵｎｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ　ＨＯの実績数が少ない基地局、がある。
【００５６】
　この場合、優先順位の高さは、（１）＞（２）＞（３）＞（４）とする。また、上記の
Ｕｎｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ　ＨＯの実績数の比較とは異なり、絶対数との比較ではなく、
集計結果を基に隣接情報の登録候補基地局（ｔａｒｇｅｔ基地局）の中で実績数を比較す
る。
【００５７】
　隣接情報管理装置１は、上記の更新した隣接情報を、隣接情報登録部１５にて基地局Ａ
～Ｄに通知し、基地局Ａ～Ｄの隣接情報を更新する（図７ステップＳ１８）。
【００５８】
　このように、本実施の形態では、設計時に登録できなかった隣接情報を抽出して登録す
ることができる。本実施の形態では、基地局Ａ～Ｄにｅｎｔｒｙしている移動端末２のＵ
ｎｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ　ＨＯの情報を利用して隣接情報の設定が可能なため、フィール
ド走行で移動端末２のデータを取る必要がなく、効率的にデータを取得することができる
。加えて、本実施の形態では、隣接情報の登録漏れも検出することができる。
【符号の説明】
【００５９】
　　　１　隣接情報管理装置
　　　２　移動端末
　　１１　メッセージ収集部
　　１２　メッセージ保存部
　　１３　メッセージ集計部
　　１４　集計結果保存部
　　１５　隣接情報管理部
　　１６　クロック部
　Ａ～Ｄ　基地局



(10) JP 2012-253473 A 2012.12.20

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】 【図５】



(11) JP 2012-253473 A 2012.12.20

【図６】 【図７】


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

